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手術室にはWV-SC387Aを3台設置

　

 

 

SOLUTION Report 2017 - 導入事例

聖路加国際大学シミュレーションセンター様
医療教育支援ICTシステム

 

医療の実践は高度な技能であり、医療従事者の教育において患者さんと接する臨床現場での経験が最も貴重な教材となっています。臨床シミュ
レーションは様々な臨床体験を再現する手法であり、2016年 4月にオープンした聖路加国際大学シミュレーションセンター様は、従来の教育設
備に臨床現場を模した環境を併設し、質の高い臨床シミュレーションを可能にしています。
主に聖路加国際大学様の職員や学生が利用し、学習者が自らの体験をデブリーフィングすることにより、自分の行動を客観的に振る返ることが
できます。また、能動的に課題解決を行うことでアクティブラーニングなど、実践的な学習方法にも適しています。

システムの概要・特長

今回、導入された「医療教育支援 ICT システム」は、センター内の手術室、集中治療室（ICU）、
病室（個室、4床室）、診療室、学習ラボ 等に 19台のネットワークカメラと 17台のマイク、5
台の収録システムを接続し、24時間フルタイムで防犯も兼ね、映像・音声を録画しています。
シミュレーションセンターでの実技を映像化することで、効果的な教育用コンテンツとして
様々な学習に役立てています。
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聖路加国際大学シミュレーションセンター内

屋内プリセットコンビネーションネットワークカ
メラ　WV-SC387A　11台病室（4床室）

屋内対応ネットワークカメラ　WV-SPN310AV　4
台病室（4床室）

聖路加臨床学術センター内にオープンした 聖路加国際大学シミュレーション
センター様が「医療教育支援ICTシステム」を導入



・屋内プリセットコンビネーションネットワークカメラ　WV-SC387A　　　11台
・屋内対応ネットワークカメラ　　　　　　　　　　　　WV-SPN310AV　　4台
・フルHDドーム型ネットワークカメラ　　　　　　　　 WV-SF138             1台
・ネットワークディスクレコーダー　　　　　　　　　　WJ-NV250/4　　　1式
・PCソフトウェアパッケージ　　　　　　　　　　　　 WV-ASM200　　　1式

システムの内容

1.  実践的なトレーニング中心の講座で、学習者自身の作業（手技）映像・音声を録画することにより、後から正確な振り返り学習が可能。
2.  先生の作業 (手技 ) のお手本映像・音声も保存でき、学習者との比較・検討が可能。
3. ２４時間フルタイムの収録を、センター内の録画装置で1週間（画像：高精細モード）保存。
     臨床学術センター内のサーバーでは、1週間以上の保存に対応しており、長期間の録画コンテンツのバックアップが可能。
4.  モニターと同様の操作が可能な持ち運び用タブレットを使用することで、センター内のどこでも映像切替えや確認が可能。
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●製品の色は印刷物ですので実際の色と若干異なる場合があります。●製品の定格およびデザインは予告なく変更する場合があります。
●本カタログ掲載商品の価格には、配送・設置調整費、工事費、使用済み商品の引き取り費等は含まれておりません。
●実際の製品には、ご使用上の注意を表示しているものがあります。

受付：9時～17時30分（土・日・祝祭日は受付のみ）

ホームページからのお問い合わせは https://panasonic.biz/cns/cs/cntctus/

パ ナ ハ ヨ イ ワ

携帯電話・PHSからもご利用いただけます。（お問い合わせの内容によっては担当窓口をご案内する場合もございます）
0120-878-410

主な納入機器

モニタールーム カメラの場所をクリックし画面を切り替え 上2つ、左下は手術室3台のカメラで違う角度から撮影

手術室の映像　小さな袋に書かれたも字も →→ PTZ機能で小さな文字間までくっきり タブレットを持ち出して操作も可能

実践の後に早速映像を見ながらデブリーフィング
している様子がモニターに映る

小型カメラで網羅できない場所などに自由に持ち
運び使用

HDネットワークカメラ　BB-SP104W

お問い合わせは 〒104-0061 東京都中央区銀座8丁目21番1号　汐留浜離宮ビル

聖路加国際大学　教育センター
シミュレーション教育部  宮坂清之准教授

お客様の声

今回のシステムは、自分の行動を客観的に振り返る「デブリーフィング」を行うツールとして
導入しました。
臨床シミュレーションでは、自分の手技や行動を学ぶだけではなく、周りの人がどのように行
動しているかを客観的に見ることも重要になります。そのためには記憶だけではなく、様々な
角度から映像を見て確認する方が説得力があります。
導入に際し、海外メーカーなど複数を検討しましたが、リーズナブルな価格帯で希望する仕様
を提案いただいたパナソニックさんに決定しました。高画質・高精細の映像・音声を録画でき
るのには皆さん驚かれています。個人的にはモニタールームに行かなくても席やセンター内どこでも、簡単な操作でのカメラ切り替えや、ズー
ム機能で状況が確認できるタブレットが気に入っています。今後のシミュレーションセンターでの訓練や研修が、患者様に信頼を与えるよう、
積極的に活用していきたいと思います。


